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3
月
13
日
、
神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
は

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
0
0
％

利
用
の
可
能
性
を
探
る
」と
題
し
て
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
プ
ル
パ
ワ
ー
ズ（
株
）

代
表
取
締
役
の
竹
村
英
明
さ
ん
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。地
球
温
暖
化
対
策
の
中
で
大
き

な
比
重
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
、
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー（
以
下
再
エ
ネ
）の
現
状
と
課

題
、今
後
に
つ
い
て
の
内
容
で
し
た
。

　
2
0
1
9
年
の
再
エ
ネ
比
率
は

20
・
8
％
で
、そ
の
う
ち
の
7
・
9
％

は
ダ
ム
水
力
発
電
で
あ
る
た
め
、実
質

再
エ
ネ
は
12
・
9
％
で
し
た
。原
子
力

発
電
は
4
・
3
％
で
、
残
り
の
74
・

9
％
は
化
石
燃
料
に
よ
る
火
力
発
電

が
占
め
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
策
定
の
第
6
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、
2
0
3
0
年

度
発
電
量
目
標
は
再
エ
ネ
36
〜

38
％
、
原
子
力
20
〜
22
％
、
石
炭

19
％
、
石
油
等
2
％
、
天
然
ガ
ス

20
％
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
1
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。再
エ
ネ
の
目
標
値

は
以
前
に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す

が
、ス
ペ
イ
ン
の
74
％
、ド
イ
ツ
や
欧

州
連
合
の
65
％
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
60
％
と
比
べ
て
低
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。対
し
て
、原
子
力
の

22
％
は
原
発
を
27
基
程
度
動
か
す
必

要
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
原

発
依
存
で
あ
り
、
低
減
す
る
意
向
の

政
府
方
針
に
反
し
て
い
ま
す
。更
に

最
も
CO₂
を
排
出
す
る
石
炭
は
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
脱
石
炭
を
表
明

す
る
国
が
多
い
中
、
日
本
は
19
％
で

あ
り
、
2
0
3
0
年
CO₂
削
減
46
％
の

実
現
と
整
合
し
ま
せ
ん
。

再
エ
ネ
優
先
の
制
度
を

　
日
本
で
再
エ
ネ
を
作
る
能
力
は
太

陽
光
、
風
力
だ
け
で
も
7
兆
億
K
Wh

以
上
あ
り
、
現
在
の
発
電
量
の
6
倍

以
上
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
、小
水
力
や

地
熱
を
合
わ
せ
る
と
、
再
エ
ネ
だ
け

で
電
力
を
賄
う
こ
と
は
可
能
で
す
。

一
方
で
現
在
様
々
な
環
境
破
壊
や
災

害
な
ど
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
巨
大

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
巨
大
ウ
ィ
ン
グ

フ
ァ
ー
ム
、大
規
模
ダ
ム
水
力
、輸
入

バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

法
規
制
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、作
る
こ
と
が
で
き
る
電
気
の

普
及
を
阻
ん
で
い
る
の
は
、再
エ
ネ
の

電
気
を
最
大
限
・
最
優
先
で
導
入
す

る
制
度
が
な
い
こ
と
で
す
。そ
の
一
つ

が
、送
電
線
へ
の
接
続
制
限
で
す
。「
安

定
供
給
の
た
め
」と
い
う
理
由
で
、
原

発
や
石
炭
・
石
油
で
発
電
し
て
い
る

老
朽
発
電
所
が
電
気
を
流
す
優
先
権

を
持
っ
て
お
り
、再
エ
ネ
を
中
心
と
し

た
新
規
発
電
所
は
接
続
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。再
エ
ネ
の
電
気

を
最
大
限
・
最
優
先
で
導
入
で
き
る

よ
う
に
す
る
制
度
改
革
が
な
い
限
り
、

　
神
奈
川
県
で
は
、
42
万
人
を

超
え
る
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

が
い
ま
す
。20
人
に
1
人
が
、何

ら
か
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た

発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
る
人

も
、
全
国
で
20
年
前
の
7
倍
に

増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。私
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
に
居

る
の
に
、
見
え
て
い
な
い
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　
県
内
で
も
障
害
の
あ
る
人

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
建
設
に
反
対
運
動
が
起

き
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、
障
害

の
あ
る
人
の
も
つ
個
性
が
理

解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
一

因
で
す
。障
害
が
あ
っ
て
も
、

気
持
ち
が
優
し
く
、
人
を
笑
顔

に
す
る
力
を
持
つ
人
も
沢
山

い
ま
す
。先
日
伺
っ
た
横
浜
市

緑
区
で
知
的
障
害
者
の
施
設

を
運
営
す
る
N
P
O
法
人
理

事
長
は
「
施
設
の
建
設
に
反
対

す
る
人
が
沢
山
い
た
け
れ
ど
、

い
ま
は
街
の
価
値
が
あ
が
っ

た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。障
害
の
あ
る
人

が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
5
年
「
と
も
に
生
き

る
社
会
か
な
が
わ
憲
章
」
を
県

議
会
と
県
で
制
定
し
、
障
害
が

あ
る
人
と
と
も
に
生
き
る
社

会
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、
県
施
設
で
の
職
員
の
利

用
者
へ
の
虐
待
の
隠
蔽
や
、
長

時
間
施
錠
さ
れ
た
部
屋
へ
の

閉
じ
込
め
、
さ
ら
に
は
障
害
者

雇
用
の
水
増
し
が
発
覚
す
る

な
ど
、
憲
章
が
置
き
去
り
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。昨
年
11
月

に
発
信
し
た
「
当
事
者
目
線
の

障
害
福
祉
実
現
宣
言
」
で
は
、

議
会
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
る

表
現
が
あ
り
修
正
し
て
い
ま

す
。県
庁
の
な
か
で
、
障
害
を

持
つ
人
の
姿
が
見
え
て
い
な

い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　
「
神
奈
川
県
当
事
者
目
線
の

障
が
い
福
祉
推
進
条
例
」
の
策

定
が
進
ん
で
い
ま
す
。し
か

し
、
当
事
者
と
は
障
害
の
あ
る

人
で
は
な
く
、
障
害
の
あ
る
人

を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
無
意

識
に
差
別
を
し
て
い
る
人
こ

そ
が
当
事
者
で
あ
り
、
意
識
変

革
が
な
け
れ
ば
「
と
も
に
生
き

る
社
会
」
は
で
き
ま
せ
ん
。障

害
の
あ
る
人
か
ら
「
働
く
っ
て

生
き
て
い
る
実
感
が
湧
き
ま

す
」
と
の
一
言
が
あ
り
ま
し

た
。だ
か
ら
こ
そ
、
一
緒
に
働

く
と
出
来
る
こ
と
、
出
来
な
い

こ
と
、
合
理
的
配
慮
と
は
何
か

ま
た
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
も
見

え
て
き
ま
す
。ま
ず
は
県
庁
の

中
が
、
と
も
に
働
く
場
で
あ

り
、
生
き
る
現
場
で
あ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。見
え
な

い
差
別
が
あ
る
現
状
か
ら
、
障

害
が
あ
る
人
が
生
き
生
き
と

働
い
て
い
る
姿
が
見
え
る
県

庁
に
な
る
こ
と
を
常
任
委
員

会
で
も
提
案
し
ま
し
た
。

再
エ
ネ
の
拡
大
は
進
み
ま
せ
ん
。

様
々
な
場
所
で
作
ら
れ
て
い
る
分
散

型
の
再
エ
ネ
を
導
入
し
て
い
く
た
め

に
は
、送
電
線
を
開
放
し
、支
援
す
る

仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
家
庭
で
太
陽
光
発
電
を
導

入
す
る
た
め
の
支
援
策
の
一
つ
で
あ

る
＊
F
I
T
制
度
は
事
実
上
終
了
し

ま
し
た
が
、
神
奈
川
県
は
各
自
治
体

の
太
陽
光
発
電
設
置
に
対
す
る
助
成

や
0
円
ソ
ー
ラ
ー
の
制
度
で
設
置
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
普
及
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
電
気
を

使
っ
て
作
ら
れ
る
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
、
技
術
面
や
コ
ス
ト
面
の
課
題
が

多
い
状
態
で
す
。

布
瀬
め
ぐ
み（
大
和
市
民
会
議
/
市
議
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
地
産
地
消
を

　
再
エ
ネ
の
普
及
は
、「
分
散
型
」の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
、

地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
っ
て
、
消

費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

進
め
る
こ
と
で
す
。藤
沢
市
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
推
進
計
画
が

策
定
さ
れ
、
再
エ
ネ
の
導
入
促
進
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。小
田
原
市
で
も
、

地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
に

よ
り
発
電
・
需
要
・
余
剰
の
運
用
を

地
域
電
力
会
社
と
企
業
・
市
が
、
官

民
連
携
の
共
同
企
業
体
を
立
ち
上

げ
、
運
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

に
、
自
治
体
が
出
資
す
る
地
域
電
力

が
、全
国
で
50
社
あ
り
ま
す
が
、自
立

し
た
送
電
網
を
持
つ
会
社
は
3
社
ほ

ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。災
害
が
多
発

し
て
い
る
近
年
、
自
立
し
た
送
電
網

や
、
小
型
分
散
型
の
電
力
供
給
シ
ス

テ
ム
を
作
る
よ
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
早
急

に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
も
、
市
民
と
共
に

再
エ
ネ
の
活
用
を
加
速
さ
せ
る
提
案

を
進
め
ま
す
。

再エネ普及を阻んでいるもの
・系統（送電線）への接続制限
・＊F I T制度の事実上の終了
・水素やアンモニア（あるいは炭素
   貯留等）への誘導

遊休農地を活用して、太陽光でエ
ネルギーと農作物を同時に育てる
「ソーラーシェアリング」が6月、相模
原市緑区の中山間地域で本格化し
ます。観光客向けのブルーベリー
農園で収益向上を図るとともに、安
定した発電や雇用拡大、災害時の
地域への電力供給など、社会や地
域への貢献もめざしています。

県 内 で は

日本全体の電源構成（2019年）

出所：電力調査統計などによりISEP作成

共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

佐
々
木
　
ゆ
み
こ

　
　（
ネ
ッ
ト
宮
前
/
県
議
）

＊再生可能エネルギーの固定価格買取制度
     （FIT）は、太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス
      の再生可能エネルギー源を用いて発電された
      電気を、国が定める価格で一定期間電気事業
　 者が買い取ることを義務付ける制度。

グリンピープルパワーズ（株）資料より
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ギ
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社
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
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％
の

　
社
会
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向
け
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